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口腔扁平上皮癌細胞株 OM-1，HOC621，ZA を用いて，CD44 陽性細胞の割合を FACS
解析したところ，通常培養時において，OM-1 が CD44 陽性細胞集団を常に高い比率で保
有することが判明した．OM-1 の幹細胞性はスフィア形成により評価した結果明らかであ
り，さらにスフィアには ALDH1 酵素活性をもつ構成細胞が必ず存在した． 
OM-1 細胞から CD44highALDH1high細胞を sorting し，その性状を解析したところ，CD44high 
ALDH1low細胞では認められなかった幹細胞マーカー（sox2，oct4，nanog）発現や高いスフ
ィア形成能を示した．また，CD44highALDH1high細胞における上皮／間葉形質を検索したと




発現が伴う一方，Snail 強制発現 OM-1 細胞では CD44highALDH1high細胞集団が著しく増










細胞増殖能を示すことを見出した．M 期の紡錘体形成に関わる RHAMM は




口腔扁平上皮癌組織における ALDH1 mRNA の発現は，リンパ節転移例，STAGE III/IV
の症例，組織学的分化度の中分化から低分化例で高い傾向を示した．また，免疫組織学的
検索の結果，高分化型扁平上皮癌組織では，CD44 陽性の例を認めたが，ほとんどの症例で
ALDH1 の発現は陰性であった．一方低分化型扁平上皮癌では，多くの症例で CD44 および
ALDH1 の共陽性を示し，ALDH1 の発現と腫瘍の転移および組織学的分化度との関連性が
示唆された． 
本研究の結果から，従来モノクローナルと考えられていた口腔扁平上皮癌細胞において
も，癌幹細胞形質を保有するサブポプレーションすなわち CD44highALDH1high細胞集団が存
在し，ALDH1 は臨床的悪性形質に深く関与していることが示され，ALDH1 が，臨床腫瘍
学的に重要な因子の一つである可能性が示唆される，と結論づけた． 
よって，審査委員会委員全員は，本論文が著者に博士（歯学）の学位を授与するに十分
な価値あるものと認めた． 
 
 
 
 
 
